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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は日英バイリンガルを対象に、2言語で表記体系が異なるバイリンガルの英単
語の脳内表象仕組みをL2能力の影響に着目して検証するものである。
この研究により、L2能力の向上により、L2語（英語）の単語認識において表記-意味間のアクセスが自動化されること
が示された。また、L2能力の向上に伴い、L2語の発話において、音素単位の表象を使用して処理が可能になることを示
した。また、音素表象の発達は、L2能力の向上と直接的に関連するのではなく、高L2能力を持つ者の特徴の一つである
、英語圏での滞在月数により説明されることがわかった。

研究成果の概要（英文）：The aim of this research was to investigate bilingual lexicon of different-script 
bilinguals, focusing on the role of L2 proficiency on the organization of the mental lexicon. The 
research found that higher L2 proficiency aids the development of automatic connection between L2 
orthography to semantics. Higher L2 proficiency also contributed to the development of the phoneme-sized 
phonological unit in the reading of L2 words. Nevertheless, the acquisition of the phoneme-sized unit was 
not directly related to higher L2 proficiency per se, but rather, was related to the length of stay in 
English speaking countries, which is one of the characteristics of high-proficient bilinguals.

研究分野：言語心理学
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１． 研究開始当初の背景 

 言語心理学分野における、語彙認識の研究
において, バイリンガルが 2 つの言語をどの
ように脳内で処理しているかという疑問の
検証が重要視されている。しかしながら, 今
までのバイリンガル語彙認識の研究ではフ
ランス語－英語など、2 カ国語の表記が同じ
バイリンガルを対象としてきた。一方で, 日
英バイリンガルや日中バイリンガルのよう
な, 2 ヶ国語の表記が著しく異なるバイリン
ガルを対象とした過去研究は非常に少なく, 
知識の積み重ねが求められていた。 

 
 
２．研究の目的 

 本研究の目的は, 日英バイリンガルを対象
に第一言語（L1）と第二言語（L2）の表記形
態が異なるバイリンガルが L2 単語をどのよ
うに表象し、処理を行っていまた、処理や表
象のされ方にバイリンガルの L2 能力がどの
ように影響を与えるかという発達的側面に
注目し研究を行った。この研究では, (1)L2語
の意味アクセス, (2)L2 語の発話準備に使用
される音韻単位, (3)L2 語認識における語彙
競合効果について実験検証を行った。 
 
３．研究の方法 

 本研究では, マスク下のプライミング手法
を用いて, 上記トピックについて実験を行っ
た。バイリンガルの L2 能力は TOEIC スコ
アを客観的な指標として用いた。マスク下の
プライミング手法では, ターゲット語が提示
される前に閾下で 50-60ミリ秒ほどプライム
を提示し, ターゲット語の認識時間を測定す
る。プライムとターゲットの言語、およびそ
の語彙特性を操作することで, 2 ヶ国語間の
単語のつながりや語表象のされかたについ
て検証することが可能になる。 
 
４．研究成果 
 
(1) L2 語の意味アクセス：L2-L1 対訳    
プライミングと L2 能力の関係 

 
対訳プライミング効果とは, 一方の言語
の対訳語を閾下で提示し（e.g., muscle）直
後にもう一方の言語の対訳語をターゲット
として提示した際に（e.g., 筋肉）無関連の
単語を閾下提示した際（e.g., tackle）に比
べてターゲット語の反応時間が有意に早く
なるという現象である。対訳語プライミング
効果は、L1-L2 方向、つまり L1 語の対訳語を
提示した際に L2 語のターゲット認識が促進
されるが、L2-L1 方向の場合その効果が観察
されないことが知られていた。 
この研究では, L2-L1 方向の対訳語の有無
は閾下で提示された L2 語プライムの処理の
効率性に関連するという予測のもと, 同一

の刺激セットを使用して英語力の異なるバ
イリンガルからデータを収集した。英語力は
TOEIC を指標とした（e.g. 高英語力群：
MTOEIC =920, 低英語力群：M TOEIC = 740）.
実験の結果, L2-L1 方向のプライミング効果
は英語力の高いバイリンガルのみで観察さ
れることが示された。また、総合的な分析に
より, プライミング効果は英語力が上達す
るについて大きくなることがわかった。 
この研究により, L2－L1方向のプライミン
グ効果は、バイリンガルの英語力と直接的な
関連性があること、そして英語力の上達によ
り L2 語の表記情報からの意味活性化がより
効率的/自動的に可能になることが示された。
この研究成果は, Bilingualism : Language 
and C ognition 誌に掲載された。 
 
(1)-II 
上記研究で, 英語力の上達による L2-L1
語方向のプライミング効果について示し
たが, この効果が L2 語の表象の質的な
変化を表すのか、それとも量的な変化（プ
ライム語の処理効率）を表すのかについ
て両義的であった。そこで、この問題を
明らかにすべく実験を行い、現在結果を
取りまとめている。 
(1)－III 
上記研究で, 英語力の高いバイリンガル
から L2-L1 語方向のプライミング効果を
観察した。この有意な効果の特性につい
て探るため, 比較的大規模な刺激セット
を用いて（180 ペア）RT Distributional 
Analysis 及び Liner Mixed Analysis と
いう統計手法を用いて検証した。実験の
結果, 有意な L2-L1 対訳語プライミング
の再現性が確認され, またその効果の詳
細についての知見を得た。この結果を国
際誌に投稿した。 査読を経て現在改稿中
である。 
 
(2) 2 語の発話準備に使用される音韻単
位：L2-L2 Masked Onset Priming の検証 
 
人が単語を読む際, 頭の中では読まれる
単語に対する発話準備が行われることが仮
定されている。過去研究では, 発話準備に使
用される音の大きさ（単位）は言語により異
なることが知られており, 英語では音素が、
日本語ではモーラ（節）が使用される。この
研究では, 2 言語で発話準備の音韻単位の異
なるバイリンガルが L2 語を読むときにどち
らの単位を使用するのかをマスク下のプラ
イミング手法を使用した音読課題を用いて
検証した。また, バイリンガルの英語力との
関係を検証するため, 高英語力/低英語力２
群からデータを収集し, また比較対象とし
て英語母語話者からもデータを収集した。 
 実験の結果, 英語力の高いバイリンガル
は英語母国語話者と同様に音素の単位を使
用して発話準備を行うが, 英語力の低いバ



イリンガルは日本語母国語話者（i.e., 非バ
イリンガル）と同様にモーラの単位を使用し
て発話準備を行うことがわかった。さらに、
音素による発話準備は, 英語力の上達に直
接的に関連するのではなく, 高英語力を持
つバイリンガルの特徴の一つである英語圏
での滞在月数の長さに関連することがわか
った。一方で, 英語を学び始めた年齢は音素
単位の処理に影響を及ぼさなかった。 
 この研究により, 音素単位の表象の獲得
に絶対的な臨界期が存在しないことを示唆
し, また自然な英語の音韻に触れることが
L2 語特有の音韻単位の表象の発達にかかわ
ることを示した。この研究成果は Frontiers in 
Psychology 誌に掲載された。 
 
(2)-II 
上記研究で英語力の高いバイリンガルは
音素単位を用いて英語の発話が可能にな
ることを示した。そこで, 母国語の音韻
単位（モーラ）より小さい単位を獲得し
たバイリンガルが日本語を読むときにど
ちらの単位を使用するのかを検証した。
上記研究同様に,マスク下のプライミン
グ手法を使用した音読課題を用いて検証
した結果, 英語を音素単位で処理するバ
イリンガルは、日本語を読む際にモーラ
単位の音韻単位で処理を行うことが示さ
れた。このことは, バイリンガルは読ま
れる言語に合わせて使用する音韻単位を
比較的フレキシブルに変化させることが
できることを示した。この研究成果は
Japanese Psychological R esearch 誌に掲
載された。 
 
(3) L2 語認識における語彙競合効果：L2-L2
隣接語プライミング効果 
 
 単語が正しく認識される前には, 視覚的
に類似する語間における抑制的な語彙競合
が起こることが知られている。この効果は英
語のようなアルファベット言語のみでなく、
日本語のカタカナや漢字熟語の認識でも起
こることが示されている。この研究では, 日
英バイリンガルの L2 語認識においても語彙
競合が起こるのかどうかをマスク下のプラ
イミング手法を使用した語彙判断課題で検
討した。日英バイリンガルのような表記の異
なるバイリンガルは, L1 語の表記処理を L2
語に直接適用できず、L2 語習得の際に L2 表
記表象を新たに構築しなくてはならないた
め,この特性がL2語の語彙認識に与える影響
検証したものである。 
 実験の結果, 視覚的に類似した単語間の
語彙競合は L2 語認識ではおこらないことが
分かった。むしろ, 表記的に類似した単語に
よるターゲット語への促進効果を観察した。
また, 促進効果のパターンバイリンガルの
と英語力に相関は見られなかった。この結果
がバイリンガルが閾下の L2 語が処理できな

いことに寄与するという説明を取り除くた
め、同一プライムから, L2-L1 方向の対訳語
プライミング効果が起こることを示した。 
 この研究により, 日英バイリンガルの L2
語の表記の表象されかたは, 少なくとも語
彙競合という側面において英語母国語話者
のそれと著しく異なることが示唆された。現
在この研究成果を発表すべく論文執筆中で
ある。 
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